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聴覚遅延フィードバックを用いた
英会話学習支援手法の有効性の検証

北山 史朗†1,a) 西本 一志†1,b)

概要：本研究では,英語習熟者と英語学習者の英会話時に,英語習熟者に聴覚遅延フィードバックによる 会
話阻害を与え,発話速度の低下や割り込みやすい間を発生させることで英語学習者の割り込み発話を支援す
る手法を提案する.発話に対し,200ms 程度の遅延を加えて話者に音声をフィードバックすると,正常な発
話が阻害 されることが知られている.この阻害効果は,完全に発話を止めるほどの強制力は持っていない.

そのた め,表面上は自然な会話を維持しつつ発話に働きかけることができる.我々はその特性に着目し,英
語学 習でよく見られる英語学習者と英語習熟者の英会話において,英語習熟者に発話阻害を行い英語学習
者を 支援する手法を提案し，その実用可能性を検証した．

A Supporting Method to Improve English Conversation Skill
by Applying Delayed Auditory Feedback

Shiro Kitayama†1,a) Kazushi Nishimoto†1,b)

1. はじめに
英語でのコミュニケーションスキルは現代において非常

に重要な技術である．ビジネスやアカデミックなどの様々
なシーンでグローバル化が急進展する今日，様々な国籍の
人々とディスカッションや協同作業を行う機会が増加し
ている．また，旅行などで他国の文化を学ぶことや，異文
化圏の人々との私的な交流は，人生に広がりを与えるよい
刺激となる．このような，異なるバックグラウンドを持つ
人々とのコミュニケーションの技術として，英語は不可欠
であると言える．このため，教育の現場では英語コミュニ
ケーション学習のための様々なプランが検討されている．
文部科学省が策定した「『英語が使える日本人』育成のため
の行動計画」では，外国人 ALT(外国語指導助手)の増加や
ネイティブスピーカーの授業参加といったように，英語で
コミュニケーションを取る機会の増加が掲げられている．

†1 現在，北陸先端科学技術大学院大学
Presently with Japan Advanced Institute of Science and
Technology

a) s1350013@jaist.ac.jp
b) knishi@jaist.ac.jp

しかしながら，英語の習得は依然として容易ではない．
前述したように英語教育において様々な施策が行われてい
るにもかかわらず日本人の英語能力は低い．高校 3年生を
対象にした文部科学省の調査によると，その多くが CEFR

における A1 A2 という初学者のレベルに収まっており，
特に話す能力と書く能力が低い [1]．話す能力と書く能力
とは，つまり自分の伝えたいことを英語で表現する能力で
ある．
また Xunらは，英語の聞き取り時に発生する，非ネイ

ティブスピーカー特有の問題を明らかにした [2]．その問
題とは，一度の聞き間違いや聞き逃しといった問題が，更
に新たな問題を引き起こし，雪だるま式に理解が追いつか
ない部分が増大していくという問題であった．この問題に
よって，話の流れに取り残されるという現象が非ネイティ
ブスピーカーによく見られる．
加えて，ベネッセの調査によると，日本の高校生の過半

数は英語に苦手意識を持っていることが示されている [3]．
また，別の調査によると英語への不安といった負の感情が
英会話への積極的な参加の妨げとなっていることが示され
ている [4]．
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これらの問題は各々が独立しているわけではない．会話
の流れに取り残された場合，その会話は失敗経験となって
話者に蓄積される．成功体験の蓄積が自信に繋がるよう
に，失敗経験の蓄積は自信喪失や苦手意識，英語への不安
感になることが危惧される．そしてその苦手意識により積
極性が失われまた会話に取り残される，というように悪い
循環が起こる可能性がある．これらの問題の中で，本研究
は「会話の流れに取り残される」という問題に注目する．
この問題の解決法として，本研究では会話への割り込み

に着目する．適切なタイミングで相手の発話に割り込むこ
とができるようになれば，聞き取れなかった点や理解が追
いつかなかった点を逐一確認することができ，雪だるま式
に疑問点が大きくなり会話に取り残されるという問題を防
止することができる．また，わからなかった点を適宜相手
に質問し，説明してもらい理解して話を先に進めるという
流れは，望ましいコミュニケーション形態である．このよ
うな望ましいコミュニケーションを英語で成立させたとい
う成功体験を積み重ねることで，苦手意識や不安を払拭し，
英語でやり取りができるという自信が得られる．このよう
に，適切なタイミングで相手の発話に割り込むことは，日
本人が抱える英語への問題を解決する有効な手段だと考え
られる．
しかし，英語の初学者にとって，適切なタイミングで割

り込むことは容易なことではない．そもそも英語を話すこ
と自体に不安を抱えている状態で，ネイティブ話者や英語
上級者などの英語習熟者らが流暢に話しているところを
遮って自分がたどたどしく話し始めることには，一般に大
きな心理的障壁が存在する．
本研究の目的は，英語習熟者と英語初学者の英会話にお

いて，英語初学者が割り込み発話を行いやすくすることで
ある．そのため，英語初学者でも割り込み発話がしやすく
なるように，英語習熟者らの発話中に割り込みやすい間や
タイミングを作る必要がある．我々は，英語習熟者と英語
初学者の英会話において，習熟者に聴覚遅延フィードバッ
ク（Delayed Auditory Feedback，以下 DAF）による発話
阻害を与え，習熟者の発話の速度を低下させるとともに，
適度な間を生じさせることで，初学者が割り込みやすいタ
イミングを作り出す手法を提案し，その有用可能性を検証
する．

2. 関連研究
2.1 聴覚遅延フィードバック研究
聴覚遅延フィードバック（DAF）とは，話者の話し声を

200ms 程度遅延させて話者にフィードバックすることを
指す．フィードバックを受けた話者は，円滑な発話が妨げ
られたり，音を繰り返したり伸ばしたりする現象が現れる
ことが知られている [5]．これが DAFによる発話阻害であ
る．DAFに関する研究は，聴覚分野で多く行われており，

発話阻害現象の分析や要因の解明が主たる研究対象であっ
た．例えば，Davidらは DAFが読み上げ課題と会話課題
に与える影響に性差があることに気づき，男性の方がより
DAFの影響を受けることを示した [6]．
一方で，DAFを聴覚分野以外で応用する研究もいくつ

か行われている．
栗原らは，DAFを利用して肉体的な苦痛を伴わずに発

話を阻害し，会話のコントロールやプレゼンテーショント
レーニングに利用できるシステム SpeechJammarを開発
した．SpeechJammarは指向性マイクと指向性スピーカー
によって構成される小型のシステムで，会議室や教室など
様々なシチュエーションで会話のコントロールができる可
能性を示した [7]．
また，池之上らは DAFによる影響を発話ではなく楽器

演奏の練習支援に利用した．ドラムを打撃するタイミング
と，それによって生じる音の発生タイミングの間に，聴覚
的に知覚できないごく短時間の遅延を加えることで，無意
識的に生じる動作変化を用いてドラムスティック制御訓練
システムを開発した [8]．

2.2 割り込み発話研究
割り込み発話に関する研究は，会話分析分野で多く行わ

れており，割り込みのタイミングや分類の分析が主たる研
究対象であった [9][10][11]．これらの研究によると，話者
交替制を用いた会話分析において，割り込みはルール違反
に該当し，避けるべき「事故」であるとされている．また，
特に英会話の初学者にとっては「発話に割り込まれる」こ
とによる会話学習への悪影響が危惧される．このため Anh

らは英語学習環境において話者交替の際に割り込みが発生
しないように，誰か一人が話している際に他の人のマイク
が切れるボイスチャット環境を提案している [12]．
一方で，発話の割り込みや重なりは，相手の発話への理

解，共感，及び親密感などを示すという見解もある．発話
に割り込み質問をして話の理解を深めたり，話を展開した
りすることで，自分が会話を構成する一人だという感覚を
得られると考えられる [11][13]．また，俣野らの研究によ
ると，母語話者と非母語話者の会話において，言語的なホ
ストとゲストという役割分担ができあがり，不自然な割り
込みがあっても強い訂正を避け会話の展開を優先する傾向
があるとしている [14]．

2.3 本研究の位置づけ
本研究では，DAFを言語学習支援に応用することを試み

る．DAFを言語学習に応用する試みはいくつかある．大
岩らと府川らは，ともに DAF影響下で母国語と外国語の
読み上げ課題を行わせ，それぞれの影響を調べた [15][16]．
府川らは母国語と外国語において，それぞれ異なった性質
を持つ読み上げ課題を用意し，その影響の違いを調査して
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いる．大川らは DAFによって自身の発音にどれだけ意識
を向けるようになったかを調査している．いずれも母国語
発話と外国語発話のそれぞれに対する DAFの影響を調査
したものであり，本研究と同様に語学学習に関連する．し
かし，本研究では英語学習時における英語初学者と習熟者
の会話に DAFを応用しようと試みる点で，これらの研究
とは大きく異なる．
また，前述の通り割り込み発話において分析や分類を試

みた研究は数多く行われている．しかし，割り込み発話を
排除する研究はあれど，増加させる研究は，筆者が調べた
限り存在しない．本研究は英語学習時における英語初学者
と習熟者の会話に，割り込み発話を増加させようと試みる
点で，既存の割り込み発話研究とは大きく異なる．

3. 手法
1章で述べたように，本研究では英語習熟者と初学者の

英会話において，習熟者にDAFを与え，発話速度を低下さ
せたり，適度な間を生じさせたりすることで，初学者が会
話に割り込みやすくする英会話学習支援手法を提案する．
会話時に DAFが話者に影響を与えることは，Davidら

の研究によって確認されている [6]． DAFによる会話阻
害効果は，発話を完全に止めるほどの強制力は持っていな
い．DAF影響下であっても，発話時の違和感やどもりの
誘発等の阻害効果はあれど，会話を継続することが可能で
ある．そのため，自然な会話の形式を保ったまま，話者に
働きかけることができる．また，DAFは一般に個人の発
話の流暢性を妨げる唯一の刺激である．ブザーを鳴らす，
発話を止めるようにディスプレイに表示する等，会話阻害
方法はいくつか考えられるが，それらの方法では流暢性の
みを阻害することはできない．これらは，DAFにしかな
い大きな利点である．

4. 予備実験
DAFの影響下でも英会話が成立するか，また有用な影

響を与えるかについて調べるため予備実験を行った．

4.1 実験設定
外国人の英語習熟者 1名と日本人の英語初学者 1名に防
音室内で英会話をしてもらった．英語習熟者は，ネイティ
ブではないが日本に来て英語で不自由なく研究活動を行っ
ている者であり，英語能力には問題ないと判断した．会話
時，最初は遅延聴覚フィードバックなし (自身の声は聞こ
えるが，骨伝導ヘッドホンからの音声フィードバックが
提示されない状態．以下：NAF)で会話してもらう．約 7

分経過後，約 200msの DAFを与えた．さらに約 7分経過
後，約 400msの DAFを与えた．なお，初学者には習熟者
にDAFによる発話阻害が行われることを知らせていない．
会話終了後に，DAFの有無や遅延時間によってどのよう

な印象を受けたかインタビューした．

4.2 インタビューと動画分析
習熟者からは「自分の声を聞きながら話すのは奇妙な感

じだった．」「話しづらくはあったが，完全に止まる程では
なく，発話を継続しようとした．」「文の途中でちょっと止
まる事があった．DAFの時間が長くなってから，自身が停
止していることを認識した．」「長文を話すことが難しかっ
たので，短い文に切り替えた．」「考えながら話すと発話し
づらかったため，考えることと話すことを切り分けた．」と
いった感想を得た．また，DAFを与えたことにより，研究
意図をある程度察したとのコメントも得られた．
初学者からは「7分経過後，（相手が）話している時に何

度も詰まることがあり，自分に配慮してくれていると感じ
た．」「詰まっているのは配慮してくれているからなのか，
自分の振った話が答えづらいものなのか判別できなかっ
た．」「相手の話す量が減り，聞きやすくなった．」といった
感想を得た．
会話を記録した映像を分析してみると，約 200msのDAF

を与えた際，明らかに発話スピードが落ちていた．また，
何度も言葉に詰まる場面が見て取れた．インタビューで得
た回答のとおりに，長文を話す頻度が減り，話す場合も何
度も停止するようになった．約 400msの DAFを与えた際
は，200msの時と比べ若干話すスピードが早くなった印象
を受けたが，特段に大きな変化はなかった．

4.3 考察
英会話時においても DAFは，発話速度の低下，言葉の

詰まりの誘発，長文の発話を抑制するといった効果がある
と考えられる．これらの効果は，本研究の目標とする「割
り込みやすくするための発話速度低下や自然な間の発生」
に非常に有用であると考えられ，提案手法の基礎的な有効
性を確認できた．
一方，実験方法について改善すべき点もいくつか見受け

られる．
今回の予備的な実験では，NAF状態からいきなり DAF

を与えた．これでは，明確に何か働きかけを行ったことが
被験者に伝わってしまい，「自然な会話の形式を保ったま
ま働きかけることができる」という DAFの最大の利点を
損ないかねない．インタビュー時にも研究意図を察したと
いうコメントも得られたため，改善しなければならない点
だと考えられる．
また，今回はNAFからDAFという順番でフィードバッ
クを与えたが，時間経過による会話相手への慣れや，ひと
つの話題に関するやりとりを継続できるかできないか，等
の影響を考慮しつつ，DAFから NAFへといった順序も考
慮して評価する必要がある．
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5. 実験
5.1 被験者
被験者は，英語習熟者 6 名と英語初学者 6 名で実験を

行った．英語習熟者は，英語が母国語ではないが英語で研
究活動を行っている留学生である．英語初学者は全て日本
人学生で，自己申告ではあるが全員英語は得意ではない者
である．被験者全員，会話能力と聴覚に問題の無い健常者
であった．

5.2 実験概要
被験者を習熟者 1名初学者 1名のペアに分け，防音室内

で 1対 1の英会話を行ってもらった．習熟者の被験者には，
DAFを提示するために，インカムマイクと骨伝導ヘッド
ホンを装着してもらった．英会話は，まずアイスブレイク
を目的とした自己紹介を 3分間行ってもらった．その後，
話題は指定せず 20分間自由に会話してもらった．20分間
の英会話の際，三組のペアの習熟者には自由会話の前半の
10分間，ディレイなしで自身の声をフィードバック（以下
NDAF）した．10分経過後，200msのDAFに切り替えた．
もう三組のペアの習熟者には，自由会話の前半の 10分間
に 200msの DAFを与え，10分経過後 NDAFに切り替え
た．また，10分経過時，防音室に入場しベルを鳴らした．
このベルは，被験者には単純に時間経過を知らせるものだ
としか伝えていない．また，初学者には習熟者がヘッドホ
ンから自身の声がフィードバックされていることを伝えて
いない．会話の様子は，分析のため全てビデオカメラで撮
影した．終了後，習熟者にはベルの前後で違いを感じたか
を，初学者には前半と後半のどちらが話しやすかったかを
インタビューした．

5.3 データ処理
アノテーションソフト ELANを用いて，会話の書き起こ

しを行った．ELANの音声認識機能の Silence Recognizer

MPI-PL を用いて発話区間を区分した．最短無音区間は
300ms，最短有音区間は 100msで区分した．また，ペアの
両者の発話が重なっていたり，発話以外の物音が入ってい
たりした部分は手動で区分した．発話区間を割り出した後，
区間中の発話内容を書き起こした．書き起こし区間は，自
由会話の前半後半 10分ずつの内，前後 2分を除いた 6分
間を書き起こし区間とした．
書き起こしは基本的に発話した内容のみを記録し，会話

中の話者の動作等は記録しなかった．また，不明瞭な単語
や発話の重なりのため聞き取れなかった単語については記
号に書き換えておき，単語数を合計する際に 1単語として
扱った．

表 1 発話時間
発話時間 (sec)

NDAF DAF

NDAF → DAF

ペア A 英語習熟者 214.248 195.138

英語初学者 47.844 69.173

ペア B 英語習熟者 145.599 142.166

英語初学者 63.664 52.339

ペア C 英語習熟者 96.42 80.061

英語初学者 101.64 117.788

DAF → NDAF

ペア D 英語習熟者 95.655 86.625

英語初学者 75.221 73.147

ペア E 英語習熟者 47.606 45.202

英語初学者 125.799 144.965

ペア F 英語習熟者 188.598 184.285

英語初学者 101.926 84.945

5.4 発話時間と発話速度の計算
書き起こしにより得られた会話ログから，各話者の発話

時間と発話速度を算出した．発話時間は書き起こした発話
データから「ah」「uh」「nh-huh」といった特に言語的意味
を持たない発話や相槌を除いた発話の合計時間である．ま
た，会話ログから意味のある発話の部分を抜き出し，単語
数を算出した．得られた単語数を発話時間で割った数値を
発話速度とした．

6. 結果
6.1 発話量
実験より得られた発話時間，総単語数，発話速度，1発話
区間の平均単語数を以下の表 1，表 2，表 3，表 4に示す．
ペアA，ペア B，ペア Cは実験でフィードバックをNDAF

から DAFに切り替えたペアである．ペア D，ペア E，ペ
ア Fは DAFから NDAFに切り替えたペアである．

6.2 インタビュー
ペアAと Cの習熟者から「ベルの後の方が不快だった．」

「後半の方が集中を乱され，何度も話すことを中断した．」
という意見を得られた．また，ペア Bの被験者からは，自
分の声がフィードバックされることに関して「注意を割か
ないようにした」「フィードバックを気にしないようにし
ていたから，前半と後半で違いは特に感じなかった．」とい
う意見を得られた．
ペア Aの初学者から「前半と後半では特に変化は感じ

なかった．」という意見を得られた．ペア Bの初学者から
「気持ちとしての違いは特になかった．前半後半の区切り
とは関係なしに，時間が経つにつれて緊張が溶け話しやす
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表 2 総単語数
総単語数 (word)

NDAF DAF

NDAF → DAF

ペア A 英語習熟者 592 504

英語初学者 135 176

ペア B 英語習熟者 400 401

英語初学者 173 111

ペア C 英語習熟者 293 233

英語初学者 248 287

DAF → NDAF

ペア D 英語習熟者 289 274

英語初学者 176 158

ペア E 英語習熟者 161 142

英語初学者 316 342

ペア F 英語習熟者 566 528

英語初学者 193 202

表 3 発話速度
発話速度 (word/sec)

NDAF DAF

NDAF → DAF

ペア A 英語習熟者 2.763 2.583

英語初学者 2.822 2.544

ペア B 英語習熟者 2.747 2.821

英語初学者 2.717 2.121

ペア C 英語習熟者 3.039 2.910

英語初学者 2.440 2.437

DAF → NDAF

ペア D 英語習熟者 3.021 3.163

英語初学者 2.340 2.160

ペア E 英語習熟者 3.382 3.141

英語初学者 2.512 2.359

ペア F 英語習熟者 3.001 2.865

英語初学者 1.894 2.378

くなった．」という意見を得られた．ペア Cの初学者から
は「後半の質問が聞き取りづらかった．また，答えづらい
内容の質問が多かった．前半は簡単な質問が多かったが，
後半はどう返すか考えなければならない質問が多かった．」
という意見を得られた．また，初学者 3人から「どうやっ
て返していいかわからなくていっぱいいっぱいだった．」
「長時間の英会話に慣れていないので緊張した．」といった
意見を得られた．
ペア D，E，Fの習熟者から「前半と後半で特に違いを

感じなかった．」という意見が得られた．また，ペア Eの

表 4 発話区間平均単語数
発話区間平均単語数 (word/区間数)

NDAF DAF

NDAF → DAF

A English speaker 6.505 6

Japanese 5.4 5.167

B English speaker 4.494 4.831

Japanese 2.507 2.523

C English speaker 4.578 4.481

Japanese 3.139 2.696

DAF → NDAF

D English speaker 3.108 3.383

Japanese 2.347 2.724

E English speaker 4.472 4.581

Japanese 2.678 2.672

F English speaker 8.576 7.437

Japanese 4.488 3.885

習熟者から「自分の声がフィードバックされると，自分の
発音に意識が向くようになった．」という意見も得られた．
ペア D，E，Fの初学者から「前半と後半で話しやすさ

に違いはなかった．」という意見が得られた．また，「日常
的に英会話の機会を設けていないから緊張した．」「相手の
言っていることの意味を理解できるか不安だった．」といっ
た意見も得られた．

7. 考察
7.1 英語習熟者への効果
表 1，表 2において，ペア B以外のペアの英語習熟者の

発話時間，単語数ともに DAF影響下の方が小さい値が出
ている．また，表 3ではペア Bとペア D以外の習熟者の
発話速度が下がっている．ペア Bの習熟者に関しては，イ
ンタビューで「フィードバックを気にしないようにしてい
た」と答えており，その点が各数値が大きく変化しなかっ
た原因だと考えられる．また，後述するが会話開始時から
意図的に発話量や会話速度を落としていた様子があり，そ
ちらも一因だと考えられる．全体の発話量や速度が下がっ
ていることから，DAFによる会話阻害効果は英会話時に
おいても有効であるといえる．
一方で，表 4では発話区間の平均単語数に特徴的な変化
を見つけることはできなかった．このデータは，予備実験
での「長文を話すことが難しかったので，短い文に切り替
えた．」という意見を検証するために算出したが，今回の実
験ではそういった効果を見つけることはできなかった．
予備実験の際に課題としていた，DAF と遅延のない
フィードバックの順序での変化だが，NDAFから DAFに
切り替えたペアも DAFから NDAFに切り替えたペアも，
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どちらも DAF影響下で各数値が低下している．このこと
から，順序に関係なく DAFが有効であることを示してい
ると考えられる．
一方で，インタビューで前半と後半で話しやすさなどに

違いを感じたかと質問したところ，DAFから NDAFに切
り替えたペアの全員が 10分経過時のディレイ時間の切り
替えに気づかなかった．しかし，ディレイ時間の切り替え
に気づいていなくとも，会話速度の低下等の阻害効果が見
られた．つまり，話者がフィードバックの遅延を自覚して
いようがいまいが DAFは自覚しようがしまいが，意図的
にその影響を無視しようとしない限り話者へ会話阻害効果
を与えると考えられる．

7.2 英語初学者への効果
表 1，表 2，表 3，表 4において，英語初学者の発話量，

単語数，発話速度，区間平均単語数のいずれにも特徴的な
数値の変化は見つけられなかった．また，インタビューで
も前半と後半で話しやすさに変化を感じなかったという意
見が多かった．これは習熟者の変化が気づかない程度だっ
た，もしくは習熟者の話し方にあまり意識を向けていな
かった可能性が考えられる．また，習熟者よりも発話量が
少なくなりがちな初学者の発話状況に関して，十分な変化
を観測するには 20分という会話時間は短かった可能性も
考えられる．

7.3 特徴的なペアの考察
7.3.1 ペア B

表 1，表 2，表 3において，ペア Bの英語習熟者には各
数値の大きな変化が見られなかった．これは，習熟者がは
じめから非常に初学者に配慮した話し方をしていたためだ
と考えられる．
書き起こした会話ログを見ると，例えば
English Speaker : There is a pool in Komatsu

(0.60) where you can swim(0.60) swim for about

two hours (0.54) and it’s very cheap (0.52) you

only have to pay one hundred fifty yen (0.68) for

students.

この部分や，
English Speaker : However when I (0.30) came

here to Japan (0.46) I start (1.98) using English.

(0.78)

この部分のように，わかりやすいように文の途中に隙間
を開けて理解しやすいように配慮している．また，記録さ
れた映像を見ても，ジェスチャーやボディランゲージを多
く交えて話す，単語がわかりやすいように強調した発音を
する，相手の反応を伺いわからないようだったら簡単な文
に言い換える，といった英語が拙い相手に対する配慮が全
編を通して見られる．これは，ペア Bの英語習熟者が学内

の異文化交流サークルに所属しており，日常的に異文化圏
の人々と英語で交流を行っており，相手の英語能力に合わ
せた配慮をすることに慣れているからだと考えられる．
これらのことから，意識的に発話速度を抑えたりわかり

やすい発音をするといった制限をかけている場合，DAFの
会話阻害は効果を発揮しないと考えられる．

7.3.2 ペア E

表 1，表 2を見ると，ペア Eは他のペアに比べて圧倒的
に初学者の発話量が多かった．これは，インタビューの際
に，「私が一方的に自分のことを話していた．自分の話に
持っていこうとしていた．一方的に話しすぎたと反省し
た．」「話すのが苦手だと言っておきながら，なんだかんだ
話すことが好き．」「話を途絶えさせてはいけないという考
えを持っている．」といった感想を得られたことから，初
学者の性格による部分が大きいと考えられる．また，会話
のペースや話題の主導権も基本的に初学者が握っていたた
め，習熟者の発話は，初学者からの質問に答えたり，初学
者の言ったことを確認したり補助したりするといった受け
身な内容の物が多かった．発話量の少なさや発話の性質か
ら，ペア Eの発話データから DAFの影響を分析，考察す
るのは難しいと思われる．

7.4 今後の課題と展望
7.4.1 初学者への働きかけ
初学者の発話に関して，発話量に大きな変化は見られな

かった．これは，初学者に対して何も働きかけを行ってお
らず，発話を促進する要素がなかったからだとも考えられ
る．今後の実験では，初学者にフィードバックの遅延切り
替えスイッチを持たせるなど，初学者にも働きかける要素
があると，新たな知見が得られる可能性がある．

7.4.2 会話分析
本研究では，各話者の発話量を計測するために単語数を

用いた．しかし，DAFの先行研究では音節数を用いて測
定する方法が主流であった．事実，単語数では単語ごとに
音節数や長さに違いが有り，単語を用いた測定ではデータ
の信頼度に疑問が残る．今回，単語数を利用して測定した
理由は，会話の録音音響の悪さから認識できない単語があ
り，音節の割り出しが出来なかったためである．今後は，
音節数を用いた測定をする必要があると考えられる．

7.4.3 被験者数と会話時間
今回，英会話における DAFの効果を検証するために 6

ペアの被験者で実験と検証を行った．しかし，6ペアのう
ち 2ペアが特異なペアだったこともあり，DAFの効果を
検証するには不十分な被験者数であったといえる．また，
会話時間も 20分としたが，発話量が習熟者より少なくな
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る初学者では十分な変化が観測できなかった可能性も考え
られる．今後は，被験者や実験時間を増加し，より多くの
実験データの収集と分析が必要だと考えられる．

8. まとめ
本研究では，英語習熟者と英語初学者の英会話において，

初学者が割り込み発話を行いやすくする手法を提案し，検
証した．初学者が割り込み発話を行いやすくするために，
習熟者の発話速度の低下と発話中に割り込みやすい間やタ
イミングを作る必要があると考えた．発話速度低下と割り
込みやすい間を作るための手法として DAFに注目した．
DAFは，自然な会話の形式を保ったまま，話者に働きかけ
ることができる会話阻害方法である．そこで，初学者と習
熟者の英会話において，習熟者に DAFによる会話阻害を
行うことによって，割り込みやすい間を発生させることが
できると考え，この効果を検証した．
検証のために初学者と習熟者の一対一の対面会話におい

て，習熟者に DAFを与えた状態と遅延なしの音声フィー
ドバックを与えた状態での比較と分析を行った．分析の結
果，対面会話において DAFは発話量と発話速度の減少と
いった会話阻害効果がある可能性を示した．これは，DAF

が英会話学習支援に有用な効果を持つ可能性を示唆してい
る．一方で，初学者の発話に大きな変化は見られなかった．
これは，初学者の割り込み発話増加への働きかけを行わな
かった，習熟者の変化が初学者が気づかない程度であった
等の様々な可能性が考えられる．今後は，被験者や実験時
間の増加，初学者へも発話増加のための働きかけといった
多方面からの検証が必要になると考えられる．
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